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わたしがみらいにのこしたい三えけんのいいところはまつさかえきです。 

わたしはなごやへ行くときにまつさかえきをつかいます。あさ、えきのコンビニでおべ

んとうをかってでん車にのります。そのときは、これからのことをかんがえてたのしみな気

もちです。 

そして、あそんでかえってきたときは、つかれているけどえきにつくと元気なきもちに

なります。わたしのいえにちかづいてきたなあとおもうからです。まつさかえきはたのし

い気もちとほっとする気もちになれるからまつさかえきがすきです。 

えきのとなりにはち下のかいだんがあります。えきのおもてとえきのうらがつながって

います。まつさかのおまつりのときは、そのかいだんをとおって行きます。 

かいだんから出るとやたいがいっぱい見えます。いいにおいもしてきて、これからおま

つりがはじまるなあとおもいます。でん車にはのってないけど、まつさかえきから出ぱつ

する気もちになります。 

おまつりはたくさんやたいが出ているのでたくさんあるいて、フルーツあめやベビーカ

ステラをかいます。あるいていると、ともだちにもたくさんあってたのしいです。 

かえりはまたまつさかえきのほうへあるいてかえります。そのときもつかれているけど

えきのかんばんを見ながらかえると目じるしになって元気になります。だから、わたしはず

っとまつさかえきがみらいにもあるといいなとおもいます。 


